
  

News Release 
 

「世界初」離島向けドローン長期定期就航記念式典の開催について

ー遠隔診療の社会実装化に向けてー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．趣 旨：離島地域が抱える課題解決のため、ドローンによる長期定期航路を開設して生活物資の

輸送を行うとともに、遠隔診療および遠隔服薬指導の社会実装化を目指します。 

２．日 時：令和 3 年８月１７日（火）１１：００～１２：００（開通飛行※ １３：００～） 

※悪天候などにより中止する場合があります。 

３．場 所：三豊鶴（香川県三豊市詫間町詫間字須田５４３７） 
 

４．長期定期就航する航路：香川県三豊市詫間町須田港と粟島港間の往復８㎞ 

５．参加団体：かもめや、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、ツネイシキャピタルパートナー 

ズ株式会社、株式会社アイル・パートナーズ、三豊市粟島海洋記念公園（ルポール粟島）指定管理 

事業者：穴吹エンタープライズ株式会社、三豊鶴、香川県医師会、メロディ・インターナショナル 

株式会社、国立大学香川大学瀬戸内圏研究センター、同法学部肥塚研究室 

６．注 意：新型コロナウイルス感染症対策として、手指消毒・マスク着用へのご協力をお願いしま 

す。また、受付にて、検温を実施させていただきます。37.5 度以上の場合は、感染拡大防止のた 

め、大変申し訳ございませんが入場をご遠慮いただきます。あらかじめご了承下さい。 
 

令和３年８月 6 日 

香川大学瀬戸内圏研究センターは、2020 年 7 月に、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社と株式会社

かもめや（以下かもめや）と共に、香川県三豊市詫間町須田港と粟島間において、遠隔診療に必要となる処

方箋を無人ドローンを使って配送する実証実験を行いました。2021 年 2 月には、国交省のスマートアイラ

ンド実証調査業務として、三豊市が代表となった協議会が設置され三豊市粟島スマートアイランド・プロジ

ェクトを実施し、瀬戸内圏研究センターは、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社、かもめや等協議会の

メンバーと、ドローンによる輸送サービス実証を行い、ICT による新しい医療体制の確保を目指しました。 

この度、2021 年 8 月に、かもめやは、資本業務提携を結んでいるあいおいニッセイ同和損害保険株式会

社のほかの支援を得て、粟島—須田港の間に「世界初」となる離島向けドローン長期定期航路を開設し、粟

島の島民に生活物資を配送することとなりました。香川大学瀬戸内圏研究センターは香川県医師会とともに、

かもめやの定期航路を活用して、離島の遠隔診療に必要となる医療品の配送を試行し、遠隔診療の社会実装

化を目指します。ドローン配送に係る法的知見については、香川大学法学部肥塚研究室が参加し提供します。 

そこで、「世界初」となる離島向けドローン長期定期就航を記念し遠隔診療の社会実装化を目指して開通式

を下記の日程で行います。開通式へのご参加には「お申し込み」が必要となりますことをご了承ください。 

＜お問い合わせ先＞ 

 国立大学法人香川大学 法学部肥塚（こえづか）研究室 

 ＴＥＬ：０７０－５５６４－７０５０（肥塚携帯） 

＜申し込み先＞ 

 次の「開通式参加申込書」をご活用下さい。 



  

 


